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た「学生反乱」などもあって，こうした象牙の塔と結びついた大学教授のイメージはすっかり  
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ている。   
したがって高等教育における「知」の再構築とは，非常に平たい言葉でいえば，現代社会の  
制度的，社会的，文化的な変化に対応して大学改革を行うことだといってよいだろう。そして  
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いっそう充実・向上させて，人的資源の全体的な底上げをはかることがめざされている。   
ところでこのような大学改革は後でも触れるように，天然資源が乏しくて，人びとの知的活  
動や創造力といった人的資源が最大の資源だと考えられている日本だけでなく，アメリカを含  
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パでも）にわかに注目されたりした。   
こうした経済の低成長時代における不安定で失速気味な状況を打開するために，アメリカや  














と主張したのである。   
第2に，教育政策もこうした考え方にもとづく「小さな政府」によって行われるようになっ  
た。新保守主義の教育政策の特徴は，大きく2つにまとめられる。1つは，それまでいわば  
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3 大学改革のアメリカ的文脈  
この科学技術研究の推進と高学歴人材の養成という社会からの要請に対して，アメリカの高  
等教育ほどのように対応してきたのか。もう少し具体的なレベルで，70年代後半以降の大学改  
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草の状況に目を向けてみよう。まず第1に，大学のアメリカ・モデルの特徴を整理すると，ア  
メリカの高等教育はこれまで，社会から要請されるさまざまな役割を制度的に多様な大学がそ  








ある（Snyderetal．，1997，P．509）。   
この大学分類でいえば，科学技術研究の推進とそのための先端的な人材の養成はハーバード  















いるにしても，全体としてみればアメリカ社会にとって望ましい制度だと考えられている。   
今日の連邦政府や州政府の新保守主義の教育政策では，このような大学のアメリカ・モデル  





ことにおかれている。   
こうしたアメリカの大学の特徴をふまえて，第2に，研究に関連した大学改革，つまり科学  
技術研究の推進とそのための先端的な人材の養成に関連した大学改革の動向についてまとめて  
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そう強められたが，その結果 研究資金を継続して獲得できないために，大学によってはその  
専門分野でかなり優秀な業績をあげてきた研究部門を閉鎖しなければならないところが出てき  
ている。  






















その研究をベー スにした学生の教育と学習の仕組みを学部教育にふさわしいものに改善して適  
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た問題も問われている。   
第4に，高等教育における「知」の再構築でよくとりあげられる，専門分化した学問分野で  
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学のあり方を考察したので，知識そのものについてはほとんど触れていない。ただし近代科学  
の展開を過不足なく理解するのほ，知識の生産に限ってみても，社会科学的な高等教育論の研  











この課題をめく”る論議は非常に平板なものになってしまうはずである。   
第3に，高等教育において「知」の再構築をほかろうとしたら，その主要な担い手である大  
学教員の知識との関わり方にも注意を払う必要がある。この点についてたとえばポイヤーは，  






かは変わってくることを強調している。   
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関係者にとって，このような競争社会の状況がどの程度身近なものとして実感できるかのは大  
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注  
1近代科学の特徴や歴史的な展開過程については，主にKuhn，1971年；新田義弘他，1994年；野家   
啓一，1997年；野家啓一，1998年；村上陽一郎・野家啓一，1998年などを参照。  
2 大学のアメリカ・モデルの特徴と，それを支える大学観などについては，主に江原武一，1994年a；   
江原武一，1994年b；NationalScience Board，1998の2章などを参照。  
3 本稿は，日本比較教育学会第35回大会（東北大学1999年6月26日）のシンポジウム「高等教育にお   
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